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木製履物の設計のための FEM解析の評価 

実試験 FEM解析 

試験片 

実際の 

製品 

木製履物に荷重を加える実試験と、コンピュータシミュレーションで構造解析を行う FEM 解析の

結果を比較する方法で、FEM解析を使用して木製履物を設計することの有効性を評価しました。実試

験と FEM解析の結果に一定の一致性が得られたことから、FEM解析を利用して履物の設計を行うこ

との有効性が確認できました。 

コンピュータシミュレーションで応力や変

形・ひずみの計算などの構造計算を行う FEM

解析は、工業製品の設計の精度向上には欠かせ

ない技術です。FEM解析の結果を利用すると

製品試験を模擬できるため、試作回数の削減や、

過剰設計の抑制、トータルの工期の短縮化が期

待できます。しかし、木製品の設計においては

FEM解析の導入はあまり進んでいません。木

材は繊維が束ねられた構造になっており、金属

やプラスチックなどの均質な材料とは異なり、

部材の方向によって機械物性が異なります。そ

のため、解析条件や、実際と解析結果の一致性

などのノウハウ的な情報に乏しく、実施のハー

ドルは高いものでした。 

木製履物を製造する応募企業でも、このよう

な理由から FEM解析を使用した設計の導入に

課題があったため、本事業では木製品に焦点を

当てた FEM解析のノウハウを蓄積するととも

に、解析結果を利用した木製履物の設計手法の

有効性を評価しました。評価は試験片と実際の

製品を対象にした２区分で行い、実際の製品の

変形と FEM解析による変形を比較しました。

その結果、一定の一致性を確認することができ、

FEM解析を利用して木製品の変形挙動を予測

することが可能であることが分かりました。ま

た試験片についての実験結果から、木繊維の走

る方向に直交する方向のひずみの集中が、木繊

維に沿って木材を引き裂く破壊に寄与している

ことが分かり、破壊が生じる箇所の予測に役立

てることも可能であることが分かりました。 

今後、応募企業では FEM解析ソフトを使用

した製品開発を行う予定です。 
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